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実施機関名・連携機関名 
熊本大学教職大学院  連携：熊本市教育センター 

事業名：NITS・熊本大学教職大学院研修 
情報端末の賢い使い手を育てる～学校と家庭で考える「これからの学び」～ 

研修等名： 
NITS・熊本大学教職大学院コラボ研修 
「情報端末の賢い使い手になる～１人１台タブレット時代の保護者の役割を考える～」 

開催日時：令和４年７月２３日 ９時 30 分～12 時 
開催場所：オンライン 熊本大学（熊本県熊本市中央区黒髪２丁目 39 番１号） 
参加人数と参加者の属性:15５人 申込:208 人 保護者・学校関係者.教職大学院関係者 他 

内容： 1 開会・主催者挨拶（藤中隆久熊本大学教職大学院専攻長）・趣旨説明（金井義明） 
2 講演「１人１台タブレット時代の保護者の役割を考える」 

・毛利 靖 氏（つくば市立みどりの学園義務教育学校 前校長） 
タブレット活用した取組、保護者のやるべきことをわかりやすく講話をしていただいた。 

３ 学校と保護者の連携について現状と取組を報告・パネルディスカッション 
・PTA の立場から  松島雄一郎氏（熊本市ＰＴＡ協議会会長）  
・保護者の立場から 水野直樹氏（一般社団法人スタディライフ熊本） 
・学校の立場から   田中慎一朗氏（熊本市立帯山中学校教頭）     
・コーディネーター   前田康裕氏（熊本大学特任教授）   
それぞれの立場から、1 人 1 台情報端末が整備されたことのよさや課題、取組が共有され、それぞ 
れで取り組むこと、互いに連携して取り組むことが整理された。連携する大切さが確認された。 

5 開会 
成果： 研修後のアンケート（43 人回答）とても役に立った（26 人・61％） 役に立った（12 人・28％） 

まあまあ役に立った（5 人・11％） 役に立たなかった（0 人・0％） 
 （自由記述） 

・今まではタブレットとどう付き合うべきなのか、やっかいなものがやって来たと思っていましたが、どんどん活用したい
気持ちになれました。特に、依存症になる子供の背景や、世界との使用方法の比較が参考になりました。み
どりの学園は、ICT 教育への取り組みの素晴らしさもさることながら、学校への保護者の信頼の高さ、この学
校に通っている自分への自尊心の高さ、学校全体の一体感を強く感じました。 

・今後保護者の立場として、熊本市の一般的な学校での活用の実態や、学校側の親のかかわり方に関する
要望等を積極的にキャッチしていってタブレット活用が充実していったらいいなと感じました。・子どもも 1 人の
デジタル機器の使い手として尊重し、双方向のやりとりの下、よりよい活用法を検討し続けることが大切と思
いました。 

・制限の考え方は、学校、委員会、保護者と、お互いに考えを出し合って、よりよい使い手になれるような取り
組みが、より一層必要になってくると感じました。 

・今年度は、学校全体で子供たちがタブレットの使い方についてルールを考える機会をもってはどうかという話が
出たので、保護者も参加できる仕組みを整えたいと思いました。 

・立場が異なる方々のご意見を伺えて勉強になりました。 

アイディアや工夫したこと：※3～5 つ程度の箇条書きしてください。 

 ・SNS、大学のホームページ、各学校の安心安全メールなど多くの手段で呼びかけを充実した。特に、熊本市
内の小中学生の全保護者にチラシを配布して周知を行った。 

 ・毛利先生の講演において、具体的な ICT の活用、保護者の役割の在り方を紹介いただいた。 
・パネルディスカッションで、PTA・保護者・学校現場と立場の違う方に登壇いただいた。 

 ・参加者の意見をチャットで集約し、できるだけ取り入れながら会を進めた。 



1 

 

＜写真・図など＞ ※会場の熱気や規模がわかる写真、参加者の表情がわかる写真（寄って撮影またはトリミング）を撮影してください。 

            主催者挨拶                                趣旨説明   

           毛利 晶 氏                          松島 雄一郎 氏 

             水野 直樹 氏                         田中 慎一朗 氏 

             前田 康裕 氏                      パネルディスカッション 
 

今回は ZOOM での実施ため、参加者の表情を記録することはできませんでした。 
 

 


